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平成23年３月11日発生の東日本大震災
以来、全国の沿岸部では津波に対するさま
ざまな対策が講じられています。神戸市にお
いても、津波を発生させる巨大地震の基本
的知識の普及に始まり、警報が発せられた
場合の避難の方法にいたるまで、積極的な
施策がなされています。
●「自分のいる場所は海抜何メートル？」
これらの前提として、自分の現在いる場所
が海面からどれくらいの高さにあるのか、とい
う最も基本的な問題があります。
突然発生する巨大地震に対して、その時

に適切な判断ができるのか？ その時に適切な
避難ができるのか？事前に海抜の認識がある
場合とない場合では、大きな違いがあります。
地域住民の皆さんの平穏な生活の中で、
時間をかけてこの「海抜」を認識してもらうた
め、長田区の真陽地区防災福祉コミュニ
ティでは「海抜標識」の設置を企画いたしまし
た。
●世代間にわたる防災対策
巨大地震には風水害のように毎年みまわ

れるものではありません。他の種類の災害と
異なり、時間サイクルが極めて長く、世代を
越えた継承性への配慮が必要になってきま
す。「海抜標識」の取り付け作業も簡単にで

きるものですので、ぜひとも小学生に参加し
てもらおうと考えました。
参加した神戸市立真陽小学校の皆さんに

は、作業の開始前にこの企画の説明をし、
趣旨を十分に理解した上で作業にかかっても
らいました。
●やっぱり電柱が一番
当初は建物の壁や塀に取り付けようと考え

ましたが、歩行者からよく見える場所として
は、歩道の中に突き出た電柱が一番という
ことになりました。
設置地点の間隔や異なる海抜値のバラン

スを考えて電柱を選択し、住民の皆さんに効
果的に認識してもらえるように工夫を凝らしま
した。
取り付け作業中にも、ほとんどの箇所で
地元の皆さんから「ほぅ、ここは海抜○○ｍ
だったのか」とか、「ウチの近くにも設置して
ほしいわぁ」と反応があり、住民の関心が非
常に高いことがわかりました。
巨大地震は発生サイクルが長いため、子

どもたちにもこの経験を長く記憶してもらい、
先輩や親になった時には、さらに次世代へ
引き継いでもらいたいと願っております。

（長田消防署　菅井　晶）

4月1日付で長田消防団に入団した、やる
気満々の神戸常盤大学生5人を紹介いたし
ます。
私は、地震大国と言われる今日にあって、

出来るだけたくさんの人に「防災意識」を持っ
ていただけるよう、地元長田から防災に関す
る啓発活動をおこなっていきたいと思います。
また、子どもたちへの防災訓練では、大学
の実習などとは違う、子どもたちへの関わり
方をしていきたいと思っています。

（こども教育学科2年　斯波花織）
私は、女性としての温かさや細やかさを生

かしながら、地域の方々がより身近に消防団
の存在を感じていただけるような活動ができれ
ばと考えています。さらに、地域の方々が防
災について楽しく学べるような活動をしていき
たいと思います。

（看護学科3年　上原千佳）
私が消防団員を希望した一番の理由は

「救急インストラクター」資格を取ることができ
るからです。私は「自分が助けられたはずの
命を目の前でなくしてしまいたくない」という強
い気持ちを持っており、消防団の活動内容
を見たときにやってみようと決意しました。

（看護学科3年　向畑絵莉）
私は、消防団の活動を通じて地域の方々

とより多くの交流を持ちたいです。長田区は

阪神・淡路大震災で甚大な被害があった地
域でもあり、その記憶や教訓を忘れることなく、
日々の活動のなかで災害に対しての知識を
高めながら、自ら積極的に行動できる消防団
員になりたいと思います。

（看護学科3年　髙原香織）
私は、主に子どもたちの防災意識を高め

ていきたいと思います。正直に言いますと、
私自身も、まだ防災について知らないことだ
らけです。この機会を大切にして子どもたち
への啓発活動を通じて自分の防災意識・知
識を高め、地域の方々のお役に立てればと
思います。

（こども教育学科2年　杉山美希）
みんな精一杯がんばりますので、どうぞよ

ろしくお願いします。m(_ _)m
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